
水
が
さ
さ
え
る
豊
か
な
社
会

独

立

行

政

法

人

水

資

源

機

構

一
庫
ダ
ム
管
理
所

35Vol
令 和 5 年 3 月 1 日

（2023年）

一
庫
ダ
ム
の
公
式

ダ
ム
カ
ー
ド
と
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
ダ
ム
カ
ー
ド

3
月
か
ら
5
月
は

春
バ
ー
ジ
ョ
ン
を

配
布
中
！

貯水位

EL. 130.98m

貯水池の状況
(R5.1.25 撮影)

貯水率 37.8%

利水基準点
（ 虫生地点 ）

の位置

一
庫

大
路
次
川

野尻川

前川

藻
川

野間川

初谷川

ガウナイ川

田尻川

箕面川

一庫ダム

川 西 市

猪 名 川 町

豊 能 町

虫 生

ツイッターでも
情報やお知らせ
をいち早く発信
しています！

@ jwa_hitokura
水資源機構は令和4年5月1日に

設立60年を迎えました。

一
庫
ダ
ム
に
は
水
力
発
電
設
備
が
設

置
さ
れ
て
お
り
、
管
理
に
必
要
な
電
気

を
ま
か
な
っ
た
り
、
余
っ
た
電
気
を
売
電

し
て
い
ま
す
。

水
力
発
電
設
備
を
長
く
使
う
た
め
に

は
、
車
の
よ
う
な
機
械
と
同
じ
で
、
定

期
的
な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
必
要
で
す
。

現
在
、
一
庫
ダ
ム
で
は
、
水
力
発
電
設

備
の
分
解
整
備
を
行
っ
て
お
り
、
通
常

見
る
こ
と
が
で
き
な
い
パ
ー
ツ
を
手
入

れ
し
た
り
、
部
品
な
ど
を
交
換
し
た
り

し
て
い
ま
す
。

水
車
は
「
ラ
ン
ナ
」
と
呼
ば
れ
る
羽
根

に
水
を
当
て
、
回
転
さ
せ
る
こ
と
で
発

電
を
行
い
ま
す
。
ラ
ン
ナ
は
金
属
で
で

き
て
お
り
、
３
５
０
㎏
の
重
さ
が
あ
り

ま
す
。
ラ
ン
ナ
に
当
て
る
水
の
量
は
ガ
イ

ド
ベ
ー
ン
と
呼
ば
れ
る
パ
ー
ツ
を
動
か
し

て
制
御
し
ま
す
。

ラ
ン
ナ
や
ガ
イ
ド
ベ
ー
ン
に
ヒ
ビ
や

は
が
れ
が
あ
る
と
、
水
車
の
回
転
が
う
ま

く
い
か
な
く
な
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、

整
備
工
事
で
は
傷
が
な
い
か
を
入
念
に

チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
。

水
車
に
水
を
取
り
込
む
入
口
に
は

「
入
口
弁
（
い
り
ぐ
ち
べ
ん
）
」
と
呼

ば
れ
る
大
き
な
ふ
た
が
付
い
て
い
て
、

水
力
発
電
設
備
を
運
転
し
た
り
、
止
め

る
と
き
に
は
、
こ
の
入
口
弁
を
操
作
し

ま
す
。
入
口
弁
を
分
解
し
て
整
備
す
る

た
め
に
は
、
管
内
の
水
の
流
れ
を
止
め

て
、
空
っ
ぽ
に
し
た
上
で
、
１
７
５
０

㎏
あ
る
本
体
を
持
ち
上
げ
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

水
力
発
電
設
備
は
、
水
の
流
れ
を
回

転
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変
え
る
「
水
車
」
の

部
分
と
、
回
転
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
電
力

に
変
え
る
「
発
電
機
」
の
部
分
に
分
か

れ
ま
す
。

ダ

ム

設

備

の
あ

れ

こ

れ

Topics
水
力
発
電
設
備
の
点
検
・
整
備

今
回
は
「
水
力
発
電
設
備
分
解
整
備

工
事
」
に
潜
入
！

気
に
な
っ
た
あ
な
た

は
立
派
な
ダ
ム
マ
ニ
ア
！
（
か
も
）

①

水

車

の

分

解

整

備

水
車
の
回
転
を
発
電
機
に
伝
え
る
た

め
に
、
「
主
軸(

し
ゅ
じ
く)

」
と
呼
ば
れ

る
棒
が
、
ラ
ン
ナ
の
中
心
と
発
電
機
を

つ
な
げ
て
い
ま
す
。
主
軸
は
１
分
間

に
７
２
０
回
も
回
転
し
ま
す
。
ま
た
、

金
属
で
で
き
て
い
て
、
と
て
も
重
い
も
の

で
す
。
主
軸
が
ゆ
が
む
と
、
発
電
機

は
故
障
し
て
し
ま
い
ま
す
。

こ
の
主
軸
を
支
え
る
の
が
、
「
軸
受
け

（
じ
く
う
け
）
」
と
呼
ば
れ
る
パ
ー
ツ

ま
す
。
一
方
で
、
主
軸
よ
り
軸
受
け
が
硬

い
と
、
主
軸
を
削
っ
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、

あ
る
程
度
の
柔
ら
か
さ
も
必
要
で
す
。

軸
受
け
は
「
潤
滑
油
」
と
呼
ば
れ
る
油

を
か
け
な
が
ら
、
熱
を
逃
が
し
、
主
軸
が

な
め
ら
か
に
回
転
す
る
よ
う
に
し
ま
す
。

整
備
工
事
で
は
、
主
軸
や
軸
受
け
に
傷
が

な
い
か
を
入
念
に
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
。

主
軸
の
発
電
機
側
に
は
「
回
転
子

（
か
い
て
ん
し
）
」
と
呼
ば
れ
る
ハ
ン

マ
ー
の
よ
う
な
か
た
ま
り
が
付
い
て
お

り
、
こ
れ
を
「
固
定
子
（
こ
て
い
し
）
」

と
呼
ば
れ
る
筒
の
中
で
回
転
さ
せ
て
、

発
電
さ
せ
ま
す
。
回
転
子
は
６
６
０
０

㎏
も
あ
り
ま
す
。
銅
線
（
コ
イ
ル
）
が

巻
き
付
け
ら
れ
て
い
て
、
電
気
を
流
す

こ
と
で
磁
石
に
な
り
ま
す
。

発
電
機
は
熱
を
持
つ
た
め
、
そ
れ
を

冷
や
す
ク
ー
ラ
ー
や
、
温
度
計
な
ど
の
セ

ン
サ
ー
が
つ
い
て
お
り
、
整
備
工
事
で
は
、

部
品
の
取
替
や
清
掃
な
ど
を
行
い
ま
す
。

一庫ダム管理
開始40年

分

解

整

備

ラ ン ナ

入 口 弁 取 り 外 し

主 軸

で
す
。
高
速
で
回
転

す
る
重
い
主
軸
を
支

え
る
た
め
、
丈
夫
で

摩
擦
熱
に
強
い
必
要

が
あ
り
ま
す
。
削
れ

て
し
ま
う
と
主
軸
の

位
置
が
ゆ
が
む
た
め
、

な
め
ら
か
か
つ
強
靱

で
あ
る
必
要
も
あ
り

軸 受 け

②

発

電

機

の
分

解

整

備

回転子の手入れ

回転子取り外し

一庫ダムがもっと
わかるよ！

バーチャル見学！

ラ ン ナ の

摩 耗 状 況

を 確 認

1983年（昭和58年）5月

※運転開始後約40年経過

認可出力：1,900ｋＷ

使用水量：最大 4.2ｍ３/秒

有効落差：59.0ｍ

水 車 ：

横軸フランシス水車

出 力 2,010ｋＷ

回転数 720 r/min

発 電 機：

横軸三相交流同期発電機

出力 2,200ｋVA

電圧 6.6ｋＶ

水力発電所概要 今

月

の

一

庫

ダ

ム

一庫ダムの主な年間貯水位曲線と令和5年の日雨量
2023/2/28
9時現在

洪水貯留準備水位 EL.135.3m
（6/16～10/15）

150

140

130

120

110

200

150

100

50

0

貯水位（EL.m）

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

雨量（mm）

R5年雨量 平年貯水位（S58～R3） 過去最少降雨年（H6 ） R4年貯水位 R5年貯水位

平 常 時 最 高 貯 水 位
E L . 1 4 9 . 0 m

平 常 時 最 高 貯 水 位
E L . 1 4 9 . 0 m

取水制限取水制限

弾力的管理試験（6/16～7/15)

※昨年は貯水位が低かったため実施せず

●
雨
量
、
貯
水
池
状
況
、
流
況

1
月
の
月
雨
量
（
ダ
ム
流
域
平
均
雨
量
）

は
5
0
．3
㎜
で
、
平
年
４
７
．7
㎜
に
対
し

約
１
０
５
％
の
雨
量
で
し
た
。

ま
た
、
2
月
の
月
雨
量
（
ダ
ム
流
域
平
均
雨
量
）

は
４
０
．6
㎜
で
、
平
年
６
２
．3
㎜
に
対
し

約
６
５
％
の
雨
量
で
し
た
。

一
庫
ダ
ム
の
下
流
河
川
に
対
し
て
、

1
月
は
利
水
基
準
地
点
虫
生
（
む
し
ゅ
う
）
へ
26
日
間
、

約
１
４
７
万

を
補
給
し
、

2
月
は
利
水
基
準
地
点
虫
生
（
む
し
ゅ
う
）
へ
20
日
間
、

約
８
２
万

を
補
給
し
ま
し
た
。

3
月
1
日
現
在
、
貯
水
率
は
約
３
５
．0
％
で
す
。

ｍ
３

ｍ
３



第
２
０
回
猪
名
川
ク
リ
ー
ン
作
戦

２
月
18
日
（
土
）
に
、
猪
名
川
ク
リ
ー

ン
作
戦
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
清
掃
活
動
は
、
猪
名
川
流
域
で

活
動
す
る
団
体
が
連
携
し
て
流
域
を

一
斉
清
掃
す
る
も
の
で
、
一
庫
ダ
ム
で

は
出
合
な
ぎ
さ
親
水
護
岸
の
清
掃
を
、

一
庫
ダ
ム
管
理
所
職
員
お
よ
び
国
崎

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
啓
発
施
設
ゆ
め
ほ

た
る
の
職
員
の
方
に
も
ご
参
加
い
た
だ

き
実
施
し
ま
し
た
。

道
端
や
草
む
ら
に
隠
れ
て
い
た
り
、

漂
流
し
ダ
ム
湖
岸
に
打
ち
上
げ
ら
れ
た

様
々
な
ご
み
を
拾
い
集
め
る
こ
と
２
時

間
半
。
集
ま
っ
た
ご
み
は
24
袋
も
あ
り

ま
し
た
。
飲
み
水
で
も
あ
る
一
庫
ダ
ム

の
環
境
を
良
好
に
保
ち
、
訪
れ
る
方
々

が
清
々
し
く
す
ご
せ
る
よ
う
今
後
と
も

努
め
て
参
り
ま
す
。

ま
た
、
利
用
さ
れ
る
方
々
も
ご
み
を

捨
て
な
い
よ
う
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

配
布
の
際
に
は
一
つ
一
つ
よ
く
吟
味
し
て

選
ば
れ
る
方
や
、
も
の
の
数
分
で
積
み
込

み
を
終
え
る
方
も
い
ま
し
た
。
薪
ス
ト
ー

ブ
、
か
ま
ど
、
キ
ャ
ン
プ
に
て
薪
を
使
わ

れ
る
と
の
こ
と
で
、
み
な
さ
ま
に
喜
ん
で

い
た
だ
き
ま
し
た
。

な
ど
日
頃
か
ら
の
各
種
安
全
活
動
等
、
幅

広
い
視
点
か
ら
対
処
法
を
わ
か
り
や
す
く

説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
回
の
安
全
協

議
会
に
よ
り
、
安
全
へ
の
意
識
向
上
を
一
層

図
る
こ
と
が
で
き
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

今
後
も
、
継
続
し
て
安
全
に
関
す
る
取

り
組
み
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

兵

庫

県

景
観

形
成

重

要
建

造

物

周
辺
ス
ポ
ッ
ト
紹
介

川

西

市

郷

土

館

き
ょ
う

ど

か
ん

ま
た
、
４
月
１
日
（
土
）
に
は
、
伝
統

文
化
親
子
教
室
の
子
ど
も
日
本
舞
踊

「
さ
く
ら
の
会
」
が
大
正
・
昭
和
初
期
の

ひ
な
人
形
の
前
で
踊
り
を
披
露
す
る
イ
ベ

ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
川
西
市
郷
土
館

住

所

・
川
西
市
下
財
町
4
番
1
号

電

話

・
０
７
２-

７
９
４-

３
３
５
４

開
館
時
間

・
午
前
10
時
～
午
後
4
時
30
分

（
入
館
は
午
後
4
時
ま
で
）

休

館

日

・
月
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）

入

館

料

・
一
般
３
０
０
円

（
団
体
割
引
あ
り
）

高
校
生
・
大
学
生
２
０
０
円

小
学
生
・
中
学
生
１
５
０
円

※
 

詳
細
は
川
西
市
郷
土
館
Ｈ
Ｐ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

水

の
「

よ
も

や

ま

話

」

（

市

指

定

文

化

財

）

分 水 堰 を 下 流 側 か ら 撮 影 し た 写 真

西
宮
市「
上
ヶ

原
用
水
路
」

う

え

が

は

ら

場
所
は
、
関
西
学
院
大
学
敷
地
の
西
側
で
す
。

（
参
考
：
西
宮
市
Ｈ
Ｐ
）

た
く
さ
ん
の
お
申
し
込
み
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

季

節

の

イ

ベ

ン

ト

＆

活

動

報

告

フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
シ
ョ
ー
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ
２
０
２
３
に
出
展
し
ま
し
た
！

に
、
大
正
期
に
作
ら
れ

た
吹
き
抜
け
の
「
源
氏

枠
」
を
持
つ
珍
し
い
内

裏
び
な
や
、
昭
和
初
期

の
古
今
び
な
、
元
禄
花

踊
り
人
形
、
市
松
人
形

な
ど
、
琴
・
膳
・
茶
釜
、

茶
棚
な
ど
の
道
具
類
が

並
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
豆
知
識

春
の
訪
れ
を
感
じ
る
、
二
十
四
節
気

「

啓

蟄

（

け

い

ち

つ

）

」

啓
蟄
と
は
、「
冬
ご
も
り
を
し
て
い
た
虫
た
ち
が
土
の
中
か
ら
出
て
く
る
頃
」
と

い
う
意
味
で
、
春
の
気
配
を
感
じ
て
、
冬
ご
も
り
を
し
て
い
た
虫
た
ち
が
活
動
を
開

始
す
る
頃
を
表
し
て
い
ま
す
。
啓
に
は
「
開
く
」
な
ど
の
意
味
が
あ
り
、
蟄
に
は

「
虫
な
ど
が
土
の
中
に
隠
れ
て
閉
じ
こ
も
る
」
と
い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。
昔
は

昆
虫
に
限
ら
ず
、
蛇
や
蜥
蜴
（
と
か
げ
）
、
蛙
な
ど
も
虫
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
時
期
は
、
一
雨
降
る
ご
と
に
気
温
が
あ
が
っ
て
ゆ
き
、
春
に
近
づ
い
て

い
き
ま
す
。
日
差
し
も
徐
々
に
暖
か
く
な
っ
て
き
ま
す
。

〒666-0153

兵庫県川西市一庫字唐松4番地の1

TEL:072-794-6671

一庫ダム管理所
独立行政法人 水資源機構

一庫ダムHP

井補野

Ｐ

一庫ダム管理所

Ｐ

173

至川西市街

至 能 勢 町

173

FAX:072-794-1908

昭 和 初 期 の 古 今 び な

至日生中央
至 妙 見 口

   

山下駅

見野2丁目

甘露寺南

川西市

郷土館

仁 川 駅

上ヶ原用水路

甲 東 園 駅

門 戸 厄 神 駅

   

関西学院
大学

2023年の

啓蟄は
3月6日～20日

です。

安
土
桃
山
時
代
か
ら
江
戸
時
代
に
か
け

て
、
現
在
の
西
宮
市
周
辺
の
台
地
や
低
湿

地
で
は
、
水
路
・
溜
池
（
た
め
い
け
）
を
設

け
て
新
田
開
発
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

上
ヶ
原
用
水
路
は
、
灌
漑
（
か
ん
が
い
）

用
水
と
し
て
今
で
も
利
用
さ
れ
て
お
り
、

水
路
は
分
水
堰
（
ぶ
ん
す
い
ぜ
き
）
で

３
つ
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
下
流
へ
流
れ

て
い
き
ま
す
。

苦
労
し
て
上
流
か
ら
水
を
引
く
作
業
に

あ
た
っ
た
功
績
に
応
じ
て
、
流
れ
て
ゆ
く

地
域
ご
と
に
堰
（
せ
き
）
の
切
欠
き
（
き
り

か
き
）
の
幅
（
つ
ま
り
水
量
）
が
決
め
ら
れ

た
と
の
こ
と
。
水
利
権
の
重
さ
を
物
語
る

貴
重
な
史
跡
で
す
。

ダム事業部長による安全講話

安 全 パ ト ロ ー ル

郷
土
館
に
は
大
正
時
代
の
和
風
建
築
の

旧
平
安
邸
、
洋
風
建
築
の
旧
平
賀
邸
、
美

術
館
の
ミ
ュ
ー
ゼ
レ
ス
ポ
ア
ー
ル
、
ア
ト

リ

エ

平

通

、

銅

の

製

錬

所

跡

・

鉱
山
資
料
室
の
施
設
な
ど
、
見
ど
こ
ろ

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

現
在
、
旧
平
安
家
住
宅
・
主
屋
座
敷
で

「
ひ
な
人
形
展
」
が
4
月
2
（
日
）
ま
で

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

幅
４
ｍ
の
大
き
な
三
段
の
ひ
な
壇
の
上

集めたゴミ

は24袋！

おつかれさま

でした！

安

全

協

議

会

一
庫
ダ
ム
と
日
吉
ダ
ム
合
同
の
安
全
協

議
会
を
、
令
和
5
年
1
月
27
日
に
開
催
し

ま
し
た
。

今
回
は
、
両
管
理
所
合
わ
せ
て
11
名

の
職
員
が
、
一
庫
ダ
ム
水
力
発
電
設
備
整

備
工
事
の
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま

し
た
。
ま
た
、
パ
ト
ロ
ー
ル
前
に
は
、
本
社

ダ
ム
事
業
部
長
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
労

働
安
全
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
の
立
場

か
ら
「
現
場
に
お
け
る
安
全
管
理
の
基
本

と
留
意
点
」
に
つ
い
て
講
話
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
講
話
で
は
、
現
場
の
安
全
を
確

保
す
る
上
で
ど
う
い
っ
た
こ
と
が
必
要
な

の
か
、
事
故
数
・
事
故
原
因
別
な
ど
の
推

移
、
事
故
事
例
、
安
全
関
連
法
、
Ｋ
Ｙ
活
動

伐
採
木
玉
切
り(

薪)

の
配
布

一
庫
ダ
ム
で
は
出
水
に
よ
り
ダ
ム
貯
水

池
に
漂
着
し
た
流
木
や
、
ダ
ム
管
理
上
支

障
と
な
り
伐
採
し
た
立
木
を
玉
切
り
に
し
、

薪
と
し
て
無
料
で
配
布
す
る
取
組
を
令
和

元
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
回
は

支
障
木
を
玉
切
り
に
し
た
も
の
を
無
料
で

配
布
し
ま
し
た
。

がんばって

車につんだよ！

の
方
々
が
来
訪
さ
れ
、
一
庫
ダ
ム
と
連
合

会
の
協
働
し
た
取
り
組
み
を
広
く
・
深
く

知
っ
て
い
た
だ
い
た
と
思
い
ま
す
。

アユの赤ちゃん展示

令
和
５
年
２
月
３
日
（
金
）
か
ら
５
日

（
日
）
の
３
日
間
、
イ
ン
テ
ッ
ク
ス
大
阪

に
て
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
シ
ョ
ー
２
０
２
３

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
一
庫
ダ
ム
管
理

所
で
は
猪
名
川
水
系
漁
業
協
同
組
合
連

合
会
と
合
同
で
ブ
ー
ス
を
構
え
、
ダ
ム

湖
や
周
辺
河
川
に
生
息
す
る
生
物
の
展

示
と
、
河
川
環
境
復
元
・
創
出
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
の
パ
ネ
ル
展
示
で
普
段

の
活
動
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。
シ
ョ
ー
に

は
3
日
で
合
計
４
５
，
０
０
０
人
を
超

え
る
入
場
者
が
あ
り
、
私
た
ち
の
ブ
ー

ス
に
も
対
応
に
目
が
回
る
ぐ
ら
い
の
大
勢
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